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人間・社会を科学

的に考察し、国際

社会のなかでの日

本のあり方と自ら

の生き方を探る
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Go global!

Improve your 

communication 

skills, and jump 

into the world!!

人文社会学類の

目指すもの 1 2 3
日本文化をより深く学び、幅広

い教養を身につけ、日本の良さ

を生かしつつ世界で活躍できる

人材の育成を目指します。

社会に対する興味・関心を

深め、民主社会の発展に進

んで貢献できる人材の育成

を目指します。

社会の諸事象に対して問題

意識を持ち、諸問題を解決

に導いていく思考力と行動

力を育てます。

人文社会学類での学び
国語、数学、外国語、地理歴史、公民、理科の教科・科目がバランスよく履修でき、幅広い進路に対応します。

人文科学系（文学部など）、社会科学系（法学部、経済学部、経営学部、商学部、社会学部、国際関係学部など）、

教育学部などへの進学に適したカリキュラム編成です。また外国語学部や福祉系、さらには実技の力が求

められる芸術系や体育系学部への進学にも対応しています。文学や歴史、哲学、現代社会の諸問題への興味・

関心を深める講座や活動を設定するとともに、校外研修や社会人講師による講演会なども実施します。

「人文社会学類」では、幅広い学びを通じて、

一人ひとりの希望を叶える道があります。

文学・哲学系…文学（日本文学・外国文学）分野、

哲学分野、心理学分野

史学系…歴史学・地理学分野

外国語系…語学分野

法学系…法学分野、政治学分野

社会学系…社会学分野、福祉学分野

国際関係学系…国際関係学分野、国際文化

学分野

経済・経営・商学系…経済学分野、経営学

分野、商学分野

教育系…教員養成分野、教育学分野

芸術系…美術・デザイン分野、音楽分野、

書道分野

体育学系…体育学・健康科学分野

将来、一般企業への就職や公務員、教育関

係、海外留学や国際機関への就職など、幅

広い道が開かれています。

人文社会学類から
目指す道

「Global Arts」の「文学探究」「歴史探究」「国際理解」から１科目を選択（２・３年
次継続履修）します。文化や社会、歴史・言語などについて学び、日本や世界の発展

に寄与できる教養と能力を身につけます。
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「文学探究」
フィールドワーク ▶

▲ 「文学探究」林原美術館

◆文学探究
上代（奈良時代まで）から現

代までのさまざまなジャンル

の文学作品の読解を通して、

日本の言語文化に対する興味・

関心を深めます。

◆歴史探究
日本や世界の諸地域を取り上

げ、テーマを設定して研究を

行うことにより、歴史研究の

方法や報告のまとめ方などを

実践的に学びます。

◆国際理解
現代の国際社会を、文化や生

活、政治・経済など多方面か

ら考察し、日本と諸外国との

関係や国際問題に関する理解

を深めます。

▲ 「国際理解」
岡山県立美術館

▲ 「歴史探究」
岡山県立博物館

学類コア科目
C

1 2 3国際教養学類の

目指すもの

日本を含めた世界を取り巻く

あらゆる問題を積極的に考

え、解決に尽力することでよ

り良い世界をつくろうとす

る、国際社会で活躍できる人

材の育成を目指します。

何事においても自分自身で考

え、意見を持ち、それを発信

し、他者と共有することで、

物事をグローバルな視点から

捉える姿勢、相手を理解しよ

うとする態度を養います。

思考力、判断力、表現力を磨く

とともに、それを英語で論じる

ことのできるスキルを身につけ

ます。

国際教養学類での学び
充実した英語活用の機会
２年次の文化祭では、英語のセリフやナレーショ

ンによる演劇（スクリーンに字幕入り）を上演し

ます。台本の作成から、大道具制作、監督演出ま

ですべて生徒で行います。準備、練習には大変苦

労しますが、その分やりがいも非常に大きなもの

となります。

Intensive Training Camp（ITC 英語集中合宿）
２年次生は県内の 10 名程度の ALT とともに、英

語だけで１泊２日を過ごす合宿を行います。日頃

の英語学習の成果を発揮しながら、プレゼンテー

こんにちは。僕の名前はプルです。フィンラン

ドから来ました。７月まで城東に留学します。

日本とフィンランドではとても似ているところ

もあれば全く異なるところもあると聞いて

いるので、どのように似ていて、またど

のように違うのかを知りたいです。日本

の文化や歴史についても学びたいです。

このような機会をいただき、とても感謝

しています。よろしくお願いします。

〈Global Studies〉２年次において、ディベート、プレゼンテーション、ディスカッショ
ンなどを通じて、国際協力の意識を必要とする地球規模での問題を体系的に学び、英

語で論じるための技術を身につけます。

〈Practical Writing〉３年次において、日常生活の身近な話題から、政治、社会問題に
至るまで、必要な情報や自分の意見を英語で発信し、論理的に話したり書いたりして

表現する能力を身につけます。

学類コア科目
C

特徴的な活動
P

Pick Up

ションやスキット、ディスカッションをしたり、

ディベートのチーム対抗戦やその優勝チーム対

ALTチームの対戦をしたりします。

様々な交流
令和４年度は、２年次生がオンラインで１年間の

GlobalⅡ課題研究の成果を発表し、ハーバード大

学を中心とする海外の学生から指導講評をいただ

きました。今回はそれに加えて日本（東京）の大

学で学ぶ留学生に大学生活や研究についてのイン

タビューをしています。また、２年次から国際教

養学類に進む１年次生も、岡山大学の留学生 10 名と交

流し、プレゼンテーションを行ったり、意見交換をした

りしました。

留学生からのメッセージ

留学生
本校で海外からの留学生を受け入れると、主に国

際教養学類のクラスに所属します。そのため、教

室で留学生と机を並べて勉強することができます。

▲ 文化祭での英語劇 ▲ ITC
《ALTとのディスカッション》

▲ ハーバード大学生との交流 ▲ ITC《スキット》

国際教養学類


